
 

  令和６年度 学校だより 

とりやっ子 
 №８ 
中能登町立鳥屋小学校 

令和６年１０月１１日 

文責 校長 竹原 仁美 

【学校教育目標】ふるさとを愛し，仲間と共に 未来を切り拓く児童の育成 

 
 
 
１年間の中での最大イベントの一つである運動会に向けて，９月３０日，第１回目の全校練習が

行われました。本番は，１０月１６日（水）です。スポーツクラブ等の試合や催し物のある土，日

曜日を避けることで，全校児童全員が当たり前に気持ちよく参加できることを願い，今年度から平

日開催としました。また，入場門が老朽化したことや，数年前より入場門から入場する競技や演技

をなくしたことから，入場門の設置を取り止めました。その代わりに，６年生が「運動会」の幕を

作成し，運動会スローガンと共に運動場のフェンスに掲げることとしました。幕の制作，応援決め

や練習，運営上での役割準備等，大忙しの６年生ですが，“自ら”考え，動こうとしている４２名の

リーダー達はとても頼もしいです。その６年生が決めたスローガンは 

 

     

です。 

６年生の姿を見ている５年生もやる気十分！ 応援練習では，大きな声と動きで６年生をバックア

ップしています。鳥屋小学校は，今，全学年が運動会に向かってパワー全開で頑張り，楽しんでい

ます。本番でも，自分のために，仲間のために，全力で頑張るとりやっ子の姿が見れると思います。

また，運動会は，縦割りでの関わり合いができ，良さを認め合い，高め合える絶好の機会です。大

人も普段とは違った子供たちの活躍や良い面を見つけ，褒め，励まし，皆で，笑顔，感動，成長の

ある運動会にしたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両面印刷  

２年生と３年生は，テニピン体験教

室を実施しました。能登半島復興事業

として，日本テニス協会の植田 実氏や

テニピン開発者の今井 茂樹氏等，６名

の方が来校され，本校の大西 保先生と

ともに，テニピンを教えてくださいま

した。そして，テニピンのラケット１

６個とボール２０個を贈呈してくださ

いました。後期のクラブ活動（４～６

年）にテニピンクラブを発足すること

にしました。楽しみです。      

One for all All for one  限界突破 鳥屋っ子！ 
     

【団長 坂井 大寿】 
全員が運動会で全力を 

出せるようにがんばりた
いです！ 
【副団長 正谷 來愛】 
最後まで笑顔で協力し

ましょう！ 

【団長 百海 絢都】 
競技だけでなく，応援も全力で 

頑張りましょう！ 
【副団長 曽山 恵吾】 
運動会で勝つことだけを目標に 

せず，楽しむことも忘れずにがん
ばりましょう！ 

 

【団長 奥井 みお】 
思い出に残る最高の運動

会にします！ 
【副団長 砂川 心絆】 
白団全員が協力し合って， 

楽しい運動会にします！ 

【団長 宮澤 嵩海】 
赤団みんなで団結して，

最高の運動会にしたいで
す！ 
【副団長 谷口 瑛太】 
赤団で団結して，勝利に

導きます！ 

 



 

 
 ９月２０日に，全学年の道徳科の授業参観を実施しました。２学期に頑張っている授業規律のめ

あて「聞くと話すの切替」や対話の様子はいかがだったでしょうか？また，学級によっては道徳科

でもタブレット端末を使った授業を行っていましたが，どうだったでしょうか？ 道徳科では，「考

え，議論する道徳」として，理想ではなく，本音で語る，そして，自分事として考える道徳授業が

できればと思っています。正しいことばかりを語っていても，自分の生活や行動と結び付かなけれ

ば意味がありません。まだまだ本音で語る道徳は難しいですが，友達との対話を通して，いろいろ

考えることはできてきたのではないかと思います。すぐに行動できなくても，似たような場面に出

くわした時に，道徳授業を思い出して，どうすべきなのか，何が正しいのか，自分なりに考えるこ

とで，少しでも，道徳的判断力や心情，実践意欲や態度が身に付いていってほしいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 ６年生を対象に「いじめ防止教育」を実施しました。講師は，弁護士 

の西野 嵩彦氏です。「いじめは，人が幸せに生きるという人権を奪って 

いる。」という言葉があり，さらに，「（いじめられてる）友だちの気持 

ちを想像してほしい。」と話してくださいました。想像すれば，行動も 

違ってくるはずです。また，いじめを見ている人ができることを考え， 

発表しました。大事なことは，これを行動に移すことです。 

「相手の気持ちを考えること」「いじめを見たり知ったりしたら，勇 

気をもって行動すること」ができるとりやっ子であってほしいです。 

 

 

 

【親子の架け橋一筆啓上「親子の手紙」】 

優良賞  ５年 野村 優彦 さん 
 

【鹿島郡読書感想文コンクール】 

＜課題図書の部＞ 優秀賞  ３年 濵田 藍凪 さん 「平和へのいのり」 

優良賞  １年 田中   創 さん 「チョコレートのたび」 

６年 山崎 剛琉 さん 「海よ光れ」 

＜自由図書の部＞ 最優秀賞 １年 北村 涼珠 さん 「わたしにできること」 

         優秀賞  ２年 西野 杏梨 さん 「おじさんのかさを読んで」 

４年 清水   愛 さん 「盲導犬不合格物語を読んで」 

              ５年 上田 寧々 さん 「杏と芽生の絆」 

優良賞  ２年 谷  柊南 さん 「ぼうけんはバスにのってを読んで」  

４年 高田 愛莉 さん 「ハンナの学校を読んで」 

     ６年 黒氏 雅鷹 さん 「珍獣ドクターのドタバタ診察日記を読んで」 
 

※学校行事や学校からの応募作品についてお知らせします。 


